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銅酸化物高温超伝導体の重要な研究課題のひとつに圧力誘起ドーピングがある。YBa2Cu4O8(Y-124)の Y

サイトを Ca 置換(即ち、ホールドーピング)するほど転移温度 Tcが最大となる圧力が低くなるという最近の報告

[1]や、YBCO や Tl-2201、Bi-2212 におけるホール係数の圧力依存性[2]を調べた結果は、圧力誘起ドーピン

グの存在を示唆する。一方、銅酸化物の Tcにおける興味深い経験則は、単位格子中の CuO2面の数 n が 3

層となるまでは n が増えるほど Tcが上昇し、4層以上では下がる点である。しかし、n が増えても電荷供給層の

数は変わらない。また、n が増えるほど CuO2面毎の平均キャリア密度は必然的に低下する。多層型銅酸化物

では化学的ドーピングが困難となる。もし多層型銅酸化物で圧力誘起による CuO2 面のキャリア密度の増加が

可能となるならば、CuO2面が積層することに伴う利得を最大限発揮した更なる高 Tcが発現するかもしれない。 

本研究では、3 層構造 Bi2Sr2Ca2Cu3O10+δ (Bi-2223)単結晶と intergrowth の 2 層構造 Bi2Sr2CaCu2O8+δ 

(Bi-2212)の Tcにおける圧力効果を調べた。両者は共通の電荷供給層を持つため、CuO2面数 n による違いを

きれいに比較できるメリットがある。高圧下電気抵抗測定は電極としてボロンドープダイヤモンドを備えた独自

のダイヤモンドアンビルセル[3]を用いて行い、２つの Tcを観測した。Bi-2223 と Bi-2212 の Tcをそれぞれ Tc1、

Tc2 とした。図 1a に、Tc1 と Tc2 の圧力依存性を示した。どちらの Tcも圧力に対してドーム型の振る舞いを示し

た。興味深いことに Tc1は Tc2に比べてより高い圧力の時に最大値を示した。図 1bに、比較のために規格化し

た Tcを P / n = （印可圧力 ÷ CuO2面数）の関数としてプロットした結果、それぞれの曲線は良い一致を示した。

これらの結果は、先行研究[1, 2]同様に高圧を印可することで実効的なホールドーピングが働くことがあり、しか

もCuO2面数nを反映していることを示唆し

ている。もしも、4層構造の Bi系銅酸化物

に高圧を印可させることができたら、その

転移温度 Tcは図 1a 中の赤点線のような

曲線を描くと予想している。 
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図 1 (a) Tc1 と Tc2の圧力依存性。図中の矢印は Tcの最大値を示す。

赤の点線は 4層構造Bi系銅酸化物におけるTcの圧力依存性の予想。 

(b) ドットは規格した Tc1 vs. P / 3。逆三角形が規格化した Tc2 vs. P / 2。 
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